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鉄道を巡る『六角精児の呑（の）み鉄本線・日本
旅』なども，固定ファンを得ている。
　定時番組を発展させた特集としては『NHKの
ど自慢チャンピオン大会2018』『SONGSスペシャ
ル』『ブラタモリ×鶴瓶の家族に乾杯　2018初夢
スペシャル』など数多く制作した。

Ⅲ．音楽・伝統芸能番組部
　音楽・伝統芸能番組部では，クラシック音楽，
日本の伝統芸能，民謡，ポップスなど幅広いジャ
ンルで，良質な番組コンテンツを制作した。また，
海外の放送局，プロダクションとの国際共同制作
や，放送事業者との番組交換を積極的に行うなど，
日本の放送文化において重要な役割を担った。
（1）定時番組
　テレビではG『名曲アルバム』『民謡魂　ふる
さとの唄』，Eテレ『ららら♪クラシック』『クラ
シック音楽館』『にっぽんの芸能』『古典芸能への
招待』『ムジカ・ピッコリーノ』，BSP『クラシッ
ク倶楽部』『プレミアムシアター』などの定時番
組を放送した。ラジオではFM『吉木りさのタミ
ウタ』『FM能楽堂』『久保田利伸　ファンキーフ
ライデー』が新たにスタート。R1とFM合わせて
40タイトルの定時番組を放送した。
（2）特集番組
　『熱演！競演！歌舞伎のにぎわい　第38回「俳
優祭」』（4.30），『シンフォニック・ゲーマーズ 2』
（11.12），『ウィーン　ニューイヤーコンサート
に乾杯！』（1.1）など幅広い世代に向けて特集番
組を放送。また，新春恒例の『ウィーン・フィル　
ニューイヤーコンサート2018』『こいつぁ春から　
初芝居生中継』『第61回NHKニューイヤーオペラ
コンサート』を生放送。
　SHVでは『 8 K・N響演奏会　デュトワのラヴ
ェル』を生放送したほか，『 8 Kマリインスキー・
バレエ　くるみ割り人形』，『 8 K名曲アルバム』
で「ローエングリン」「モルダウ」，『クラシック
倶楽部　イーヴォ・ポゴレリチ in 奈良～正暦寺　
福寿院客殿～』などを放送した。
　FMでは『NHK音楽祭2017』『第16回　東京
JAZZ』『新春民謡列島2018』『今日は一日“RAP”
三昧』など多彩な特集番組を放送した。
（3）公開派遣番組
　『民謡魂　ふるさとの唄』を 9か所，『民謡を
たずねて』を14か所で公開収録を実施し，民謡や
郷土芸能を通して地域の魅力を伝えた。他に『ベ
ストオブクラシック』 4か所，『吹奏楽のひびき』

2か所，『リサイタル・ノヴァ』 2か所，『弾き語
りフォーユー』 2か所，『きらクラ！』 2か所，『ら
らら♪クラシック』 1か所，『ブラボー！オーケ
ストラ』 1か所，『古楽の楽しみ』 1か所で公開
収録を実施した。

番組制作の委託

1．関連団体等への番組制作委託

　NHKは，質の高い放送番組の安定的確保を図
るとともに，外部の専門的能力を効果的に活用す
ることで，番組の一層の多様化を推進する視点か
ら，関連団体へ番組制作委託を行っている。
　17年度も，NHKエンタープライズ・NHKエデ
ュケーショナル・NHKグローバルメディアサー
ビスに，大型企画をはじめ各分野の番組制作を委
託，NHKサービスセンターに広報番組の制作を
委託，NHKプラネットに全国放送および地域放
送番組の制作を委託，日本国際放送に国際放送番
組の制作業務を委託した。
　また，NHKでは，多様な番組を送り続けるた
めに，関連団体を通じて番組制作会社への番組制
作委託も行っており，外部のさまざまな制作パワ
ーを効率的に活用している。

17年度の主な番組制作会社への制作委託
○地上波
　総合では，『超入門！落語　THE　MOVIE』，
Eテレでは『ETV特集』『Eテレ0655・2355』な
どを制作・放送した。
○衛星波
　BS1では，『世界はTokyoをめざす』『チャリダ
ー★』，BSプレミアムでは，『 2度目の旅』『晴れ、
ときどきファーム！』などを制作・放送した。

2．  番組制作会社への直接委託（外部制作委
託・本体）

　番組制作会社が，関連団体を経由することなく，
直接編成部門に提案する窓口として，06年 6 月に
編成局内にソフト開発センターが設立され，12年
6 月からは組織改正に伴いコンテンツ開発センタ
ーがその窓口になった。特集番組や新番組の提案
について，NHK，NHKの関連団体，それに番組
制作会社の 3者が，番組の企画提案や制作・演出
手法を競い合うことで，より高品質，効率的，多
様な放送番組を創造することを目的としている。
　17年度は，「企画競争」として 1年間で 5回の
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募集を行った。テーマや期間を決めず通年募集し
ている企画競争を含めると，参加した番組制作会
社は18年 3 月末現在で，延べ228社で，477件の企
画が寄せられた。
　また，開発番組『ショートショート木皿泉劇場
“道草”』（BSP，12.9，16），『手書き倶楽部』（BSP，
2.3，10），『オモヒデ座』（BSP，2.17，24）など
を特集番組として放送した。
　番組制作会社との委託契約などにあたっては，
下請法に準拠した手続きをとっている。また「番
組制作会社との取引基準」に基づき，公共性・透
明性を高めるとともに，「NHK放送ガイドライ
ン」を周知し，公共放送としての質の確保に努め
ている。

購入番組

1．総合

　定時ドラマでは，日曜午後11時に，17年 2 月に
始まった『ドラマ　火花』に続き，『ダウントン・
アビー 6　華麗なる英国貴族の館』最終シーズン
（ 5月～），『女王ヴィクトリア　愛に生きる』（ 7
月～），『THIS IS US　36歳、これから』（10月～）
を放送した。
　アニメでは，土曜午後11時に，『アトム　ザ・
ビギニング』（ 4月～），『ザ・リフレクション』（ 7
月～），『 3月のライオン　第 2シリーズ』（10月
～）を放送した。

2．Eテレ

　定時ドラマでは，水曜午後 7 時25分に『100　
オトナになったらできないこと』（ 4～ 5月），『ゲ
ームシェイカーズ』（ 6～11月），『超能力ファミ
リー　サンダーマン　シーズン 3』（11月～）の
米国ドラマを放送した。土曜午後 6時25分には16
年度から引き続き『超能力ファミリー　サンダー
マン　シーズン 2』（ 4～ 9月），『100　オトナに
なったらできないこと』（ 9～ 3月）を放送した。
　土曜午後 7時の定時番組『地球ドラマチック』
では，海外で制作されたドキュメンタリー「ペト
ラ遺跡　砂漠に消えた古代文明滅亡の謎」「オオ
カミと羊飼いの男」「カエル　びっくり生態図鑑」
などを放送した。また，木曜午後10時からは，宇
宙や時間などをテーマにした思索ドキュメンタリ
ーの定時番組『モーガン・フリーマン　時空を超
えて』を放送した。

　定時アニメでは，通年で土曜午前 8時35分から
『おさるのジョージ』と『ひつじのショーン』を
放送。土曜午後 6時からは『スポンジ・ボブ』（ 4
月～）を放送。
　特集番組としては，『映画　ひつじのショーン　
～バック・トゥ・ザ・ホーム～』（5.6），『映画　
きかんしゃトーマス　探せ！！謎の海賊船と失わ
れた宝物』（9.2），『ピッグ　丘の上のダム・キー
パー』（11～12月），『映画　きかんしゃトーマス　
走れ！世界のなかまたち』（1.1），『劇場版カード
キャプターさくら』（1.3）など放送。さらに 3月
にはアニメの『まじょとねこどん　ほうきでいく
よ』（3.4），『トムとジェリーと迷子のドラゴン』
（3.10），『きょうはみんなでクマがりだ』（3.11），
『映画かいけつゾロリ　まもるぜ！きょうりゅう
のたまご』（3.11），『トムとジェリーのくるみ割
り人形』（3.17），『こえだのとうさん』（3.18），『ト
ムとジェリー　スパイ・クエスト』（3.21），『へ
そまがり昔話（前・後編）』（3.24），『劇場版　お
さるのジョージ 3　ジャングルへ帰ろう』（3.26）
を放送した。

3．BS1

　『BS世界のドキュメンタリー』は海外で制作
された秀作ドキュメンタリーを紹介している。週
ごとにテーマを設定し， 5月には「ライバル対
決」シリーズの中で，「エジソンVSテスラ」（5.1）
や「ライト兄弟とホワイトヘッド」（5.2）を放送
した。 6月には「ヒトラーVSチャーチル」（6.5）
を放送した。また，世界の動きと連動した企画と
して， 5月の「中東混迷　戦火の陰で」シリーズ
で，「アレッポ　最後の男」（5.22）を放送し， 3
月のロシア大統領と時期を併せて「“皇帝”時代
のロシア」シリーズ（3.14～17）を放送した。さ
らに， 8月には「ダイアナ妃没後20年」シリーズ
として，「息子が語る“母ダイアナ”」（8.28）と
「ダイアナ妃　心の真実」（8.29）を放送した。
　また，世界各国の制作者たちの個性的な作風を
紹介するシリーズとして「テレビ界の新しい風」
（10.30～11.2）を放送し，12月には近代史の 5本
シリーズ「カラーでよみがえるアメリカ」（12.5
～9）を放送した。
　このほか，「MLB・アメリカ大リーグ」「NBA・
バスケットボール」「NFL・アメリカプロフット
ボール」「PGAゴルフツアー」「ヨーロッパサッ
カー」などの海外スポーツや，アジア，アメリカ，
ヨーロッパなどの海外ニュースを放送した。
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4．BSプレミアム

　『プレミアムシネマ』は17年度，夜間の放送は
月曜のみとなり，16年の編成を踏襲しつつ，洋画・
邦画を柔軟に編成した。月曜午後 9時は， 4月に
アドベンチャー映画「ハムナプトラ／失われた砂
漠の都」（4.3），「ハムナプトラ 2／黄金のピラミ
ッド」（4.10）を 2 週連続で放送， 5月には「ク
リムゾン・タイド」（5.8），「ダ・ヴィンチ・コード」
（5.15），その続編「天使と悪魔」（5.22）， 7月に
は，人気テレビドラマの特別編「SHERLOCK／
シャーロック　忌まわしき花嫁」（7.3）をドラマ
と連動して放送した。また， 8月は大ヒットSF
の 3 部作「マトリックス」「マトリックス　リロ
ーデッド」「マトリックス　レボリューションズ」
を 3週連続で放送（8.7，14，21）した。
　 9月は大ヒットした時代劇「るろうに剣心」「る
ろうに剣心　京都大火編」「るろうに剣心　伝説
の最期編」を 3 週連続で放送（9.11，18，25）。
そのほか「ショーシャンクの空に」（11.6），「ミ
ッション：インポッシブル　ゴースト・プロトコ
ル」（11.27）， 2 月には，宮部みゆき原作のミス
テリー「ソロモンの偽証」 2部作を放送（2.5，
12），3月には，アカデミー賞授賞式に併せて「ゴ
ースト　ニューヨークの幻」（3.12），さらに「ゼ
ロ・グラビティ」（3.24）も放送した。
　大みそかから元日にかけては『年越し映画マラ
ソン』として，大みそかには黒澤明監督の傑作
「七人の侍」「生きる」「用心棒」「椿三十郎」「赤
ひげ」の 5作品を一挙放送（12.31）。元日は「ジ
ョーズ」「ニュー・シネマ・パラダイス（インタ
ーナショナル版）デジタル・レストア・バージョ
ン」「タイタニック」など，洋画の名作を集中し
て放送した。
　金曜深夜は，「ブルース・ブラザース」（4.8），「ブ
ルース・ブラザース2000」（4.15），「すてきな片
想い」（5.13），「ブラック・レイン」（6.10），邦画
「蘇える金狼」（9.9），「草原の輝き」（11.25），ミ
ュージカル「イースター・パレード」（12.2）を
放送した。 1月にはフランスの映画作家，ロベー
ル・ブレッソン監督の「バルタザールどこへ行
く」（1.20），アラン・レネ監督の「二十四時間の
情事」（1.27）を放送。また， 3月はアカデミー
賞受賞作「ロスト・イン・トランスレーション」
（3.10），「第90回アカデミー賞授賞式　総集編」
（3.17）を放送した。
　『プレミアムシネマ』午後（月～金，午後 1
時）は，特色ある編成となるよう心がけた。 4月

は，西部劇を特集し，「ワイアット・アープ」（4.10），
「ワイルド・アパッチ」（4.11），サム・ペキンパ
ー監督の 2作品「ワイルドバンチ」（4.12），「砂
漠の流れ者」（4.13），「バッド・ガールズ」（4.14）
と 5作品を放送した。また，石原裕次郎主演の 3
作品「狂った果実　 4 Kデジタルリマスター版」
（6.21），「嵐を呼ぶ男　 4 Kデジタルリマスター
版」（6.22），「銀座の恋の物語　 4 Kデジタルリマ
スター版」（6.23）を連続で放送。 7月には，時
代劇 5作品，「はやぶさ奉行」（7.3），「将軍家光
の乱心　激突」（7.4），「血槍富士」（7.5），「新選組」
（7.6），「赤穗浪士」（7.7）を放送した。また， 8
月には特撮時代劇「大魔神」「大魔神怒る」「大魔
神逆襲」の 3作を連続で放送した（8.7～9）。 9
月から10月にかけては，毎週 1作品，植木等主演
のコメディー「ニッポン無責任時代」（9.4），「ニ
ッポン無責任野郎」（9.11），「日本一のホラ吹き
男」（9.18），「花のお江戸の無責任」（9.25），「大
冒険」（10.3），「無責任清水港」（10.9）を連続で
放送した。11月は，山本周五郎原作ドラマの放送
に併せて，映画 2作品「どら平太」（11.1），「か
あちゃん」（11.2）を放送，また，イタリア・フ
ランスなどの映画を特集し「ひまわり」（11.13），
「甘い生活」（11.14），「ヘッドライト」（11.15），「い
とこ同志」（11.16），「マラヴィータ」（11.17）を
放送した。
　また， 1月には新旧のアクション・サスペンス
映画を特集し，アルフレッド・ヒッチコック監督
の「鳥」（1.15），「コラテラル」（1.16），「シンプル・
プラン」（1.17），「超高層プロフェッショナル」
（1.18），「バニシング　IN　60″」（1.19）を放送
した。 2～ 3 月の西部劇特集では，「荒野の用心
棒」（2.26），「ダンディー少佐」（2.27），「襲われ
た幌馬車」（2.28），「シャロン砦」（3.1），「エルダ
ー兄弟」（3.2）の 5 作品を放送。 3月は歴代のア
カデミー賞受賞作品を特集し，「カサブランカ」
（3.5），「明日に向って撃て！」（3.6），「普通の
人々」（3.7），「新婚道中記」（3.8），「追憶」（3.9），
「フィラデルフィア」（3.12），「プレイス・イン・
ザ・ハート」（3.13），「ラストエンペラー」（3.14），
「クレイマー、クレイマー」（3.15），「パットン
大戦車軍団」（3.16）を放送した。
　さらに 3月にはSF映画「オール・ユー・ニード・
イズ・キル」（3.21），「ゼロ・グラビティ」（3.24），
「ターミネーター 2」（3.25）を放送。午前の時
間帯に山田洋次監督の「家族」（3.26），「故郷」
（3.27），「遙かなる山の呼び声」（3.28）の 3部作，
ミャンマーと日本の合作「マイ・カントリー　マ
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イ・ホーム」（3.29）も放送した。
　海外ドラマでは，定時番組として水曜午後11時
45分に米国ドラマ『シカゴ・メッド』（ 4月～），
後期には，16年度に続いて『クイーン・メアリー
2　愛と欲望の王宮』（ 9月～）を放送した。
　日曜午後 9時に韓国ドラマ『オクニョ　運命の
女（ひと）』（ 4月～）を通年で放送し，中押しミ
ニ特番を 4本放送した。また，土曜午後 4時30分
には，人気シリーズ『SHERLOCK 1 ～ 3 』の再
放送とともに新作『SHERLOCK 4 』と『プレミ
アムシネマ』「SHERLOCK／シャーロック　忌ま
わしき花嫁」を放送。後期の新作としては，英国
ドラマ『刑事モース』（ 2月～）を放送した。
　旧作ドラマは，16年度に引き続き『名探偵ポワ
ロ　ハイビジョンリマスター版』（水，午後 4時
～）を放送した。
　アニメは，定時番組としては金曜の午後11時45
分から『涼宮ハルヒの憂鬱』（ 4月～）を放送。
日曜午前 7時30分から『響け！ユーフォニアム』
（10月～）を放送した。

国際共同制作
　NHKは1980年から，継続的に海外の放送局や
制作会社，配給会社と国際共同制作を行っている。
事務局は編成局展開戦略推進部に置いている。
　国際共同制作は大型番組を制作するうえで今や
世界的に常識となっている。この背景には，テレ
ビ番組市場を巡る環境が厳しさを増していること
が要因として挙げられる。インターネットとの競
合や多チャンネル化で良質なソフトへの需要が高
まる中，国際間で制作費を分担して高品質の大型
番組を確保する動きが活発化しているといえる。
最近では全世界を対象にしたSVODサービスの誕
生によりメディアを超えた新たなパートナーシッ
プの構築が課題となっているほか， 4 K・8 Kなど
スーパーハイビジョン・コンテンツの国際共同制
作も始まっている。17年度に放送した国際共同制
作番組は49タイトル，141本であった。
　 7月に放送された『NHKスペシャル「シリー
ズ　ディープ・オーシャン　南極　深海に巨大生
物を見た」』は，米ナショナル・ジオグラフィック・
チャンネル，独ZDF／ARTEとの共同制作が実現
し，全世界で放送されることとなった。10月から
放送が始まった『NHKスペシャル「シリーズ　
人体　神秘の巨大ネットワーク」』（第 1～ 7集）
は，米SVODのキュリオシティーストリーム，英
S4Cとの共同制作。特に英S4Cとは関連教育番組

であるEテレ『バビブベボディ』も含む共同制作
となった。また， 9月に放送された国際共同制作
ドラマ『OH LUCY！（オー・ルーシー！）』は，
米制作会社メリディアン・コンテントとの共同制
作で，カンヌ映画祭でも上映された。BSP『北斎
インパクト～世界が愛した超絶アート～』は大英
博物館と 8 K撮影による共同制作を行った。
　そのほか17年度に放送した主な国際共同制作番
組は以下のとおり。
○ドキュメンタリー
　『BS1スペシャル』「よみがえれ　熊本城　サ
ムライの“英知”を未来へ」：キュリオシティー
ストリーム（米）。『NHKスペシャル「シリーズ　
ディープ・オーシャン　超深海　地球最深（フル
デプス）への挑戦」』：ZDF／ARTE（独）。『コズ
ミック　フロント☆NEXT』「速報！アメリカ横
断　皆既日食～太陽の秘密に迫る～」：ウィンド
フォール・フィルムズ（英）。『“黒幕”バノンの
戦い～トランプ政権の舞台裏～』：ブルックラッ
ピング（英）。
○音楽ほか
　『プレミアムシアター　ザルツブルク復活祭音
楽祭2017　楽劇「ワルキューレ」』：ユニテル
（独）。 8 K『マリインスキー・バレエ　くるみ
割り人形』：マリインスキー劇場（露）。

「日本賞」教育コンテンツ国際コンクール
　「日本賞」は教育番組の国際コンクールとし
て，世界の教育番組の質の向上および国際理解と
協力の増進に貢献する目的で1965年に創設され
た。世界各地の制作者が交流し議論する場や，メ
ディアを利用した教育に関する最新情報を交換す
る機会として大きな役割を果たし，その結果，教
育に特化した世界でも類を見ない国際イベントと
して独自の地位を築いている。近年はインターネ
ットをはじめとする情報技術の急速な進展やコン
ピューター教育の普及など，著しい変化を遂げる
教育メディアのデジタル化に対応し，既存の対象
年齢別カテゴリーの枠に収まらない革新的なメデ
ィアの活用に挑む作品の顕彰も始めている。
　17年の第44回コンクールは，「NHK文化祭」の
一環として10月11日から10月18日の 8日間，東京・
渋谷のNHK放送センターで行われた。応募は61
の国と地域の211機関から，コンテンツ部門に266
本，企画部門に43本，合計で309本となった。
　審査は，日本賞事務局が委嘱した世界12の国と
地域の12人の審査委員によって厳正かつ公平に行
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われた。
　12年の第39回からスタートしたIPCEM（イプ
セム：教育コンテンツ世界制作者会議）では，市
井の人々による大切な人との会話を録音・展開す
る活動を続けるアメリカのNPO「ストーリーコ
ア」のプロデューサーを招き，身近な物語に耳を
傾けることの大切さとメディアの役割を考えた。
この他にもお笑い芸人でIT企業の役員という顔
も持つ厚切りジェイソンさんが司会を務めるセッ
ションや，いじめ，デジタル教育に関するパネル
ディスカッションなどを実施し，参加者どうしが
議論を深めた。このほか会場ではVRなどの新技
術を使った教育コンテンツを展示・体験できるコ
ーナーも新たに設置した。最終日には「授賞式」
が101スタジオで開催された。審査委員，受賞者，
大使館関係者などが出席し，俳優の城田優さんと
NHKアナウンサー・田中泉の司会により，活気
あふれる雰囲気の中で各賞が授与された。
　「グランプリ日本賞」は，フランスの制作会社
による「炭鉱の子どもたち」が受賞した。（⇒p.
606）
　また，企画部門の最優秀賞・放送文化基金賞は，
ミャンマーのPS映画製作による「理想郷への手
紙」に贈られた。
　関連番組として，『まるごと見せます！　世界
の教育コンテンツ～日本賞2017～』（E，12.31）
を放送し，会期中のイベントや各カテゴリーの最
優秀作をノーカット版で紹介するほか，ストーリ
ーコアの活動に密着した『マイクロフォンの魔法
～人生を録音する～』（E，3.15）を放送した。
　詳細は，http://www.nhk.or.jp/jp-prize/

放送番組コンクール

Ⅰ．国際コンクール
　17年度は，20のコンクールで延べ42の賞を受賞
した。
　イタリア賞では，『BS1スペシャル』「終わらな
い人　宮﨑駿」がテレビ・パフォーミングアート
部門で特別表彰。
　ABU賞では，テレビ・スポーツ番組部門で，
『NHKスペシャル』「MIRACLEBODY（ミラク
ルボディー）　第 1回『世界最強の人魚たち～シ
ンクロナイズドスイミング　ロシア代表～』」が，
ラジオ・ドキュメンタリー部門で『関西発ラジオ
深夜便』「特集『調査報告～戦時下の犬猫供出
～』」がそれぞれABU賞を受賞した。

　上海テレビ祭では『龍の歯医者』が最優秀アニ
メーション賞を受賞した。
　アメリカ国際フィルム・ビデオ祭ではドキュメ
ンタリー部門で『NHKスペシャル』「原発メルト
ダウン　危機の88時間」が最優秀賞を受賞した。
　アジア・テレビ賞の情報エンターテインメント
番組部門では，『ココがズレてる健常者～障害者
100人がモノ申す～』が最優秀賞を受賞した。
　シカゴ国際映画祭テレビ賞では，『アニメ　ピ
ングー　in　ザ・シティ』がテレビ：アニメシリ
ーズ部門で，『ETV特集』「告白～満蒙開拓団の
女たち～」がテレビ：ノンフィクション部門で，
それぞれ銀ヒューゴ賞を受賞した。
　ABU気候変動減災コンクールの気候変動部門
では，『NHKスペシャル』「MEGA　CRISIS　巨
大危機Ⅱ～脅威と闘う者たち～　第 2集『異常気
象・スーパー台風　予測不能の恐怖』」が最優秀
テレビ番組賞を受賞した。

Ⅱ．国内コンクール
　17年度は，22のコンクールで延べ124の番組が
受賞した。
　放送文化基金賞では，テレビドキュメンタリー
番組部門で，『NHKスペシャル』「ある文民警察
官の死～カンボジアPKO　23年目の告白～」が，
テレビエンターテインメント番組部門では『ザ・
プレミアム』「寅さん、何考えていたの？～渥美清・
心の旅路」が，テレビドラマ番組部門では『土曜
ドラマ』「トットてれび」がそれぞれ最優秀賞を
受賞した。
　文化庁芸術祭では，テレビ・ドラマ部門で『特
集ドラマ』「眩（くらら）～北斎の娘～」が大賞
を受賞した。
　「地方の時代」映像祭では，『NHKスペシャ
ル』「沖縄　空白の 1年～“基地の島”はこうし
て生まれた～」と『こころの時代～宗教・人生
～』「地の底の声―筑豊・炭鉱に生きた女たち」
が選奨を受賞した。
　ギャラクシー賞では，テレビ部門で『NHKス
ペシャル』「ある文民警察官の死～カンボジア
PKO　23年目の告白～」が大賞を受賞。また，
同番組は早稲田ジャーナリズム大賞の公共奉仕部
門でも大賞を受賞した。
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アナウンス

1．  “公共放送の顔” として多彩な業務を展
開

　17年度，アナウンサーは東京都議会議員選挙や
衆議院選挙，九州北部豪雨，北朝鮮によるミサイ
ル発射と核実験など，正確で迅速な報道による公
共放送の使命達成に取り組んだ。
　 2月のピョンチャンオリンピックと 3月のピョ
ンチャンパラリンピックには，合わせて26人のア
ナウンサーを現地に派遣。スポーツの感動を現地
から伝えた。また，スーパーハイビジョンの試験
放送など，新しい分野の放送・サービスでも専門
性を発揮した。
　大みそかの『NHK紅白歌合戦』は，総合司会
を『ニュースウオッチ 9』のキャスター，桑子真
帆アナが担当した。
　全国のアナウンサーが制作する『インタビュー　
ここから』は15本を制作。『100年インタビュー』
は 3本制作した。
　18年 3 月末現在，アナウンサーは475人。内訳は，
アナウンス室128人，ラジオセンター・グローバ
ルメディアサービス・日本語センター・地域放送
局347人。女性アナウンサーは全国で89人。
（1）報道
〔東京都議会議員選挙〕
　全国的に大きな注目を集めた 7月の東京都議会
議員選挙の開票速報では，全国放送で武田真一ア
ナなど 4人，首都圏ローカルで 3人のアナウンサ
ーがスタジオ対応した。事務所・政党中継は，小
池都知事を中心とする「都民ファーストの会」な
ど 8か所にリポーターを配置した。
〔衆議院選挙〕
　10月の第48回衆議院選挙の開票速報では，アナ
ウンス室，ラジオセンター，日本語センター，G
メディアの要員を一体運用し，テレビとラジオの
キャスター・票回し・サイドなど東京のスタジオ
だけで計59人が対応した。さらに 7人が事務所中
継を担うなど総力をあげて対応した。
〔緊急報道〕
　福岡と大分両県で記録的豪雨となった 7月の九
州北部豪雨では，発災直後から全国応援態勢を組
み，福岡・大分両局に計37人のアナウンサーを応
援として送り込んだ。甚大な被害を受けた地域か
らの中継リポートやスタジオ対応，そして被災者
の暮らしに欠かせない情報を伝えるライフライン

放送などに当たらせた。
　 4月以降，北朝鮮は相次いでミサイルを発射し
た。また， 9月 3日には，およそ 1年ぶりとなる
6回目の核実験を行った。当日は，眞子さまと小
室圭さんの婚約会見に向けて放送準備に当たって
いた 4人のアナウンサーが急きょスタジオサイド
に入り，緊急報道を支えた。
（2）一般番組
〔定時番組〕
　17年度の定時番組ではテレビとラジオ合わせて
120番組に延べ205人のアナウンサーが対応した。
『NHKニュース　おはよう日本』のキャスター
を高瀬耕造アナ，『ニュース 7』を鈴木奈穂子ア
ナ，『ニュースウオッチ 9』を桑子真帆アナ，『ニ
ュースチェック11』を青井実アナ，『クローズア
ップ現代＋』を武田真一アナが新たに担当するな
ど，ニュース・報道番組を中心にキャスターが大
きく入れ替わった。午後の新番組『ごごナマ』の
キャスターは阿部渉アナが担当した。
〔特集番組〕
　熊本地震から 1年がたった 4月16日の『NHK
スペシャル』は熊本県出身の武田真一アナがキャ
スターを務めた。
　夏の特集番組では，39の番組に計49人のアナウ
ンサーが対応した。夏の紅白とも言われる『第49
回　思い出のメロディー』（ 8月）は，テレビの
司会を有働由美子アナ，ラジオ実況は佐藤俊吉ア
ナが担当した。
　また，BSプレミアムの『スーパープレミアム』
「京都異界中継」（ 8月）は，総合司会の武内陶
子アナをはじめ京都局と大阪局から計 5人のアナ
ウンサーが 4時間の長丁場の生中継に対応した。
　年末年始の特集編成では，『NHK紅白歌合戦』
の総合司会を桑子真帆アナが初めて担当。「紅白
ウラトークチャンネル（副音声）」は，塚原愛ア
ナが務めた。『ゆく年くる年』は，テレビ・ラジ
オで合わせて19人が対応。テレビでは，オリンピ
ック・パラリンピックを前にした韓国・ピョンチ
ャンから生中継した。　　
　 3月の東日本大震災から7年のテレソンには若手
からベテランまで 8人のアナウンサーが対応した。
（3）スポーツ
　2020年の東京オリンピック直前のオリンピック
である 2月のピョンチャンオリンピックには，全
国から総勢43人を招集し，実況やキャスター業務
を担わせた。このうち17人を韓国に派遣し，羽生
結弦選手の 2大会連続の金メダル獲得などスポー
ツの興奮と感動を現地から伝えた。ピョンチャン
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オリンピックでは，リオデジャネイロ大会に引き
続いて，スーパーハイビジョンの試験放送の実況
に取り組み，迫力のある22.2サラウンドの中でス
ポーツ実況はどうあるべきかの試行を行った。
　 3月のピョンチャンパラリンピックには，現地
に 9人を派遣。冬季パラリンピックでは初となる
現地からの実況中継に対応した。実況陣は，事前
に研究会を重ねて開き，知識や専門性を高めて臨
んだ。国内のスタジオで， 6人がキャスターを担
当。スポーツを専門とするアナウンサーだけでな
く，阿部渉アナなどスポーツ以外のアナウンサー
も起用した。

2．アナウンス制作番組

　全国のアナウンサーが制作する総合テレビのイ
ンタビュー番組『インタビュー　ここから』は，
計15本を制作。タイムリーな人選を心がけた。
　BSプレミアムの特集番組『100年インタビュ
ー』は，「小田和正完全版」（ 8月），「秋元康」（ 9
月），「秋元康スペシャル」（ 3月）の 3本を放送。
「小田和正」については総合テレビでも 1時間で
放送した。
　17年度は，アナウンサーが趣味の世界について
ディープに語る『アナウンサーのディープな夜』
（R1）を立ち上げ，計12本放送した。 3月24日
には，総合でテレビ版『アナウンサーのディープ
な夜』を生放送。番組で設けた「#anadeep」が
全ワードのトレンド 1位を記録した。
　『ラジオ深夜便』（R1，FM）のインタビュー
シリーズでは，「戦争・平和インタビュー」（ 8月）
を 5本，「人権インタビュー」（12月）を 5本制作
した。全国の若手アナウンサーが，被爆者や戦争
体験者，差別や偏見と闘う活動をしている人など
の声を紹介した。
　“耳で聴く短編小説”として，アナウンサーの
朗読で幅広く文学作品の魅力を届ける『ラジオ文
芸館』（R1）は，新作30本，アンコール22本を放送。
朗読，スピーチ，敬語などのノウハウを分かりや
すく紹介する『ことば力アップ』（R2）は，新作
35本，アンコール18本を放送した。
　ラジオ特集は，若者が抱える問題を掘り下げる
『ガチゴエ』（R1，11月）など計 8本を制作した。
『今日は一日“小田和正”三昧』（FM，11月）
は再放送希望が多く， 1月に 2日にわたって再放
送した。また『春は別れの季節…今日は一日“失
恋ソング”三昧』（FM， 3月）は，16年度に引
き続きふれあいホールで公開生放送を実施した。

映像デザイン
　映像デザイン部は，番組やイベントなど協会に
関わるビジュアルの根幹を担い，細やかで高度な
専門性を集結し，質の高いデザインを提供するこ
とで，より豊かなコンテンツの創造に寄与した。
　映像デザインを行った番組として，『NHKスペ
シャル』「報道・スポーツ番組」「教育・文化福祉
番組」「ドラマ番組」「音楽・芸能番組」と，すべ
てのジャンルで貢献している。また，さまざまな
コンテンツに対応できる幅広いノウハウの蓄積と
新たな表現手法の開発を行い，未来のデザイン発
展へとつなげる取り組みを継続して行った。
　さらに，15～17年度デザインセンター事業計画
に基づき，NHKブランド力強化への貢献，業務
の高度化への対応，放送資産の活用など，全局的
な視点に立った取り組みも展開した。
　引き続きデザインの専門集団として，NHKの
ビジュアルの質を向上させていくことに貢献して
いきたい。

1．番組制作における映像デザイン

（1）NHKスペシャル・大型企画番組
　『NHKスペシャル』「“血圧サージ”が危ない」
「睡眠負債が危ない」などの視聴者参加型や「ニ
ッポンの家族が非常事態！？」など分かりやすい
VTR構成や親しみやすいスタジオ空間への演出
要求が増えているため，番組内容およびターゲッ
ト層に即したデザイナーを登用し堅調な結果を出
している。大型シリーズ「人体」のスタジオセッ
トでは，床にプロジェクションマッピングを取り
入れ，より分かりやすい美術表現に挑戦した。ま
た，セットデザインに関しても布を大胆に使用し，
有機的な形状や新素材（プリズムフォール）を積
極的に活用してまるで人体の中に入り込んでいる
かのような空間を目指した。
　「AIに聞いてみた　どうすんのよ！？ニッポ
ン」ではAIから連想される硬質なイメージでは
なく少しアナログ感のあるスタジオ空間とし表
現。ぬくもりと親しみを感じられる番組とした。
　また『NHKスペシャル』などの大型企画はCG
やVFX映像が多く活用される。外部パワーの積
極的な活用と若手デザイナーとのコラボレーショ
ンで新しい映像表現にチャレンジしている。
（2）報道・スポーツ番組
　18年ピョンチャンオリンピック・パラリンピッ
クでは，2020東京大会への礎とする全局的な方針
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に沿い，センター全体の業務態勢や対応領域の拡
充を図った。
　オリンピック・パラリンピック事務局を中心に
各番組制作や技術セクション，NHKアートや外
部CGプロダクションと調整を図り，本部ならび
に現地のスタジオセット，IOC配布による公式グ
ラフィックスを基にしたテロップベースやオープ
ニングタイトルなどを手がけ，一貫したトータル
デザインを実現した。特に今回は現地からのバー
チャル表現を初めて実施し分かりやすい情報の提
供につなげた。
　 2年後に迫った東京オリンピック・パラリンピ
ックを見据え，若手を中心とした多様な人材でチ
ームを構成。情報・グラフィックスデータの効率
的な共有を図りデザインの統一性の向上に努め
た。引き続きNHKグループが一体となった運営
を図りたい。
　『NHKニュース 7』をはじめ，新年度編成の
セットデザインは事前のモニターアンケートなど
を導入しターゲット層の要望や嗜

し

好
こう

性をダイレク
トに反映させた。
　『ニュース　シブ 5時』『サンデースポーツ』
などではリビングやテラスセットにおいて大型
LEDモニターと連動したハイブリッドセット
（モニター内に擬似セットを表現）を活用し空間
の制約から脱却し演出の幅も広げることにつなげ
た。
　緊急報道は，各セクションとの横の連携が必要
であるため，今後も積極的な関係構築に努めつつ，
迅速な対応ができるようデザイン力を養成してい
く。
　また，多様な演出表現を可能にする高度なデザ
イン性と迅速かつ簡便に稼動できる機動性を求め
て新たに開発した緊急報道用セットは，17年度は
皇室会議特別ニュースへの対応に使用した。
（3）教育・文化福祉番組
　17年度，お昼の新番組『ごごナマ』はメインタ
ーゲットに主婦層などを据え，リビングの延長と
して気軽に視聴できる空間を提供し，より親しみ
やすい番組となる工夫を施した。木曜午後 7時台
に展開した『人名探究バラエティー　日本人のお
なまえっ！』は全国に広がる名前のバリエーショ
ンを地域の名産などにリンクさせ，より親しみの
持ちやすい空間となるようデザインした。また，
教育系番組ではリニューアルした『テストの花道　
ニューベンゼミ』や『天才てれびくんYOU』な
ど10代により親しみを持たせつつも刺激があるビ
ジュアルデザインとした。

（4）ドラマ番組
　『大河ドラマ』「おんな城主　直虎」は女性ヒ
ロインの「しなやかさと柔らかさ」を強調し，新
たな視聴者層の拡大を目指した。今川家を物語前
半の最大の脅威として分かりやすく表現。後半は
織田家・徳川家とのはざまで揺れる小舟のごとく
翻弄されつつも成長をみせる井伊家の人々を丹念
に描ききった。「西郷どん」においては鹿児島ロ
ケで地元の盛り上がりも大きく，ロケ飾りにも多
大な協力を得た。東宝スタジオで行われた収録で
は，重厚かつ繊細な質感のセットで表現し幕末当
時の鹿児島へ視聴者をいざなう映像となった。
　『連続テレビ小説』「ひよっこ」では女性デザ
イナーを多く登用し，色合いや小道具などにかわ
いらしさを工夫，少女が成長していく様を美術で
表現した。また，トランジスタ工場の取材を重ね
て機材や部品一つ一つにリアル感を持たせ，女工
たちのユニフォームと室内の色調を合わせるなど
高度成長期の東京を表現した。その後の展開もす
ずふり亭を中心に群像劇となり，アットホームな
時代感を感じさせる美術表現とした。
　『土曜時代劇』を改称した『土曜時代ドラマ』，
「悦ちゃん～昭和駄目パパ恋物語～」は昭和初期
の戦前・東京を中心とした色彩も豊かでモダンか
つコメディータッチのドラマに仕上がった。この
枠としては初の 4 K制作となり土曜夕方のお茶の
間を楽しませた。また「アシガール」では若年層
をターゲットにし，軽妙なタッチで時代劇SFを
制作。SFコメディーでありながらも時代劇で培
った美術スキルを余すところなく表現した。
　『大河ファンタジー　精霊の守り人～最終章
～』は，リアルな質感を追求したCGとセットに
より前回にも増してパワーアップした美術表現で
原作の世界観を広げた。撮影自体は16年度内に終
了したが，演出に樋口真嗣氏（「シン・ゴジラ」
特技監督）を起用し，最新技術を駆使した模型・
実写・CGの組み合わせで迫力ある戦闘シーンを
制作した。また， 4 K制作に求められる美術の精
度や質感の見極め方，外部プロダクションとの共
同制作手法など，長期にわたる制作ならではの知
見と経験を得ることができた。部内で共有し今後
の礎とした。
　『特集ドラマ』「眩（くらら）～北斎の娘～」
では葛飾北斎とその娘の人生を描き，全編「色」
にこだわり，各シーンに象徴的な彩色を行いディ
テールにまでこだわった画面構成を実施。結果，
文化庁芸術祭大賞を受賞するに至った。
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（5）音楽・芸能番組
　17年の『NHK紅白歌合戦』は初の試みとなる
出演アーティストが参加した豪華なオープニング
VTRからの幕開けとなった。ステージデザイン
と同時進行で行われた収録への準備等ビジュアル
向上への貢献を実施した。ステージデザインでは
近年の流行となった大型LEDを活用した美術計
画を中心として豪華さとインパクトを表現した。
また，ホールを離れ渋谷の街全体を背景とした
Perfumeのパフォーマンスやラスト「紅白」とな
る安室奈美恵さんのステージなど，シンプルかつ
大胆に彩りアーティストの持つキャラクターをよ
り引き出す美術表現となった。大規模であり日本
中が注目する「紅白」を通して伝統的なスキルを
継承しつつ，視聴動向の変化を広い視野で捉え，
これからの時代に対応できるよう若手を中心とし
たチーム構成を行った。
　『思い出のメロディー』は「昭和ノスタルジー
の殿堂」をコンセプトとし，懐かしさと華やかさ
を表現。テロップにも手書き文字などを多用しア
ナログの温かみを感じてもらえるよう構成した。
　定時番組は大きな改変はなかったが『SONGS 
OF TOKYO』などの特集番組などエンターテイ
メント番組においても2020オリンピック・パラリ
ンピックをイメージした番組を多く立ち上げた。

2．新サービス

（ 1）『NHKスペシャル』「シリーズ人体　神秘
の巨大ネットワーク」のウェブサイト展開でアー
トディレクションの役割を果たした。また，サイ
トを運用する上でも，各関連部局との橋渡しとな
りVRのプラットフォームや“NHK健康ch”との
スムーズな連携の役割を果たしている。さらに，
番組およびサイトの最終着地点でもある「特別展　
人体―神秘への挑戦―」イベントへいざない，プ
ロジェクト全体のビジュアル統一を果たした。
（ 2）「NEXT STAGE PROJECT」も 3年目を
迎え17年度は照明チームと連携して 4 K・8 Kの
SHVソフト制作に向けたさまざまなテストを実
施した。HDR時代における照明の光量とスタジ
オセットの安全な運用に向けたサーモグラフィー
を使用したテスト。また，セットの映り方および
瓦などの美術セットの普遍的なクオリティーテス
トも行った。
　また， 4 K・8 Kの本放送に向けたチャンネルブ
ランディングの提案をSHV事務局と連携して取
り組んでいる。

3．コーポレートデザイン

　17年度は 4月に営業局への支援として受信料衛
星未契約の人々へのDM封筒（約300万通）を
『連続テレビ小説』「ひよっこ」をベースとして
デザイン。「デザインの力」で受信料制度の理解
促進に向けた試みとなった。また「スマートグラ
スの開発」をトライ。より幅広い層の視聴者に
VRを体験してもらうために，「Nスポ！2017」に
おいて展示。まだ開発段階ではあるが新たな視聴
スタイルの提言となった。

4．CG・VFXコーディネーション

　これまで各番組ごとの管理としていたCG制作
パーツなどを一元管理する「CGアセット」プロ
ジェクトを立ち上げた。効率的な協会内二次使用
に向けてルール等の整備を行う（18年度中運用開
始予定）。また『NHKスペシャル』「人体」や18
年 4 月以降の放送となる「人類誕生」「大江戸」
など高精細CGによる表現にもアートディレクシ
ョンとして携わり番組の高品位化に貢献した。

5．CS向上活動

　公共放送と受信料制度の理解促進を図る映像デ
ザインの分野からCS向上活動を行った。
　愛知県立芸術大学ではドラマ美術のノウハウに
ついて，渋谷の放送センターでは多摩美術大学学
生を対象にスタジオ周辺の機能，放送番組制作に
ついてなどNHK番組の美術ワークについて講義
した。
　また，TBSテレビと共同し「TVデザインの仕
事を知る」をテーマに横浜情報文化センターでト
ークセッションを開催。秋に開催された「NHK
文化祭」では505スタジオにて主に「ドラマ番組
美術の紹介」展示を行い，公共放送の理解促進に
努めた。

音響デザイン
　音響デザイン部は，コンテンツを音から支える
専門家集団として，高い専門知識とスキルで放送
サービスを充実させ，経営計画の実現とコンテン
ツの質の向上に取り組んできた。17年度もNHK
のブランド力強化への貢献，NHK独自のライブ
ラリーミュージックの充実，22.2ch超高臨場感立
体音響番組の制作など，放送音響デザイン界の先
導的役割を担った。
　音響デザインを行った番組として，情報・構成
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番組ではシリーズ「激震“トランプ時代”」「人体　
神秘の巨大ネットワーク」「ディープ・オーシャ
ン」，ピョンチャン五輪関連の「金メダルへの道」
などの『NHKスペシャル』を制作。皇室継承や
九州北部記録的豪雨など緊急性の高い番組にも迅
速に対応した。 7年目の震災報道では年々アプロ
ーチを変化させて対応している。ドラマ番組では，
『大河ファンタジー』「精霊の守り人～最終章～」
ではよりエンターテインメント性を増した音響に
チャレンジした。『土曜時代ドラマ』「みをつくし
料理帖」「悦ちゃん～昭和駄目パパ恋物語～」「ア
シガール」，女性層にも見やすい『大河ドラマ』
「おんな城主　直虎」，きらきらと輝いた昭和を
明るく描いた『連続テレビ小説』「ひよっこ」な
どを制作した。『NHKスペシャル』「未解決事件」
や「メルトダウン」などドラマとドキュメンタリ
ーの融合は進んでおり，ジャンルを超えた連携で
高品位なコンテンツを作り上げた。
　SHV本放送を見据え，22.2ch音響で音響デザイ
ン部開発の全方位マイクや空間パンナーを活用
し，高品位かつ効率的な体制などを手がけた。

1．番組制作関連

（1）『NHKスペシャル』
　音響デザインでは，政治・経済・社会からスポ
ーツ・文化・自然など多岐にわたる番組に高度な
音響表現で対応した。
　シリーズ「人体　神秘の巨大ネットワーク」で
は，フォーリー（生音）を駆使した現実音とシン
セサイザーから成るイメージ音をミックスし，超
現実的な音世界をデザイン。人体の内部で繰り広
げられるダイナミックなドラマを，ファンタジッ
クかつエンターテインメント性豊かに描いた。
　「列島誕生　ジオ・ジャパン」や「MEGA 
CRISIS 巨大危機Ⅱ」などCGやVFXを駆使した
シリーズでは，プラグインエフェクトやソフトシ
ンセサイザーなど最新のサウンドプロダクション
ツールを導入。迫力ある現実音と斬新なイメージ
音が織り交ざった音場をクリエイト。また，全編
オリジナルの委嘱楽曲によって視聴者の好奇心を
膨らませるデザインを行った。
　シリーズ「ディープ・オーシャン」では，水中
音などの自然音を中心に，圧倒的な映像パワーを
最大限に引き出す臨場感あふれる音空間を創造。
未知なる世界・深海の臨場感を視聴者に体感して
もらえる音響デザインを行った。
　「激震“トランプ時代”」「緊迫　北朝鮮　危機
の深層」「スクープ　日米首脳会談の内幕－対北

朝鮮戦略－」をはじめ，「憲法70年　“平和国家”
はこうして生まれた」や終戦関連シリーズ「731
部隊の真実～エリート医学者と人体実験」「戦慄
の記録　インパール」など，激変する国際情勢や
国内の政治情勢や社会状況を主題とする番組で
は，ジャーナリスティックな視野と柔軟な判断力
を兼ね備えたデザイン業務で対応。日々変化する
世界の情報を丁寧に分かりやすく伝えるととも
に，視聴者に興味深く見てもらえるコンテンツデ
ザインを行った。
　「未解決事件」や「メルトダウン」などドラマ
とドキュメンタリーが融合したシリーズをはじ
め，アニメーションとの組み合わせやバラエティ
ー番組の手法を取り入れたスタジオ演出など，多
種多様な手法を取り入れたコンテンツが増えてお
り，デザイナーへの音に対する要望や期待が高ま
っている。
（2）東日本大震災関連番組
　東日本大震災から 7年となる17年度は，音響デ
ザイン部でも『NHKスペシャル』『クローズアッ
プ現代＋』『明日へ　つなげよう』『こころフォト
スペシャル』をはじめ，『目撃！にっぽん』『ETV
特集』などにおいて東日本大震災を扱った番組の
デザインを多数担当した。 7年の時間の経過とと
もに被災地それぞれが抱える課題が複雑化し，視
聴者の震災に対する意識も変わっていく中で，そ
れぞれの番組が持つねらいをより正確に伝える音
響設計を行い，視聴者の関心を強く喚起するデザ
インに取り組んだ。
　発生から 7年を迎えた 3月には『NHKスペシ
ャル』「“河川津波”～震災 7年　知られざる脅威
～」「被曝（ばく）の森2018～見えてきた“汚染
循環”～」「メルトダウンFile. 7 『そして冷却水
は絞られた～原発事故　迷走の 2日間～』」など
震災Nスペ 5 本とテレソン『明日へ　つなげよ
う』などの関連番組が多数制作され，音響デザイ
ン部ではデザイナーの総力を結集して臨んだ。
（3）報道・スポーツ番組
　『NHKスペシャル』「九州北部　記録的豪雨は
なぜ」や『NHKスペシャル』「徹底解剖　藤井聡
太～“進化”する14歳～」など，緊急報道や速報
性のある番組では，迅速にマンパワーを結集して
確実な送出に向けたマネージメントに注力。限ら
れた時間の中で番組の本質を浮き彫りにするデザ
インを行った。
　10月の衆院選では，『2017衆院選　開票速報』
『2017衆院選　列島ドキュメント』『2017衆院選　
首都圏開票速報』のテーマ音楽の選曲とスタジオ
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SEの制作を担当。関連番組では，『党首奮戦～密
着　12日間の熱戦～』，『NHKスペシャル』「徹底
討論　政治の行方は　日本の針路は」を担当し
た。選挙期間中は，選挙番組専門ユニットを編成。
『開票速報』『列島ドキュメント』のデザインで
は，「選曲」「エディット」「SE素材収集」「SE制作」
の 4つのセクションに分業化し，短時間で集中的
な対応を行った。
　『クローズアップ現代＋』では，緊急災害報道
や激動する世界情勢など多岐にわたる情報を分か
りやすく丁寧に伝えるデザインを実践。刻々と変
化する社会情勢に対して柔軟な機動力を発揮しな
がら対応した。
　 2月から 3月にかけて開催されたピョンチャン
オリンピック・パラリンピックでは，デイリーの
競技中継放送とハイライト番組を担当。“2020東
京”を想定して若手デザイナーを中心にオリパラ
専門プロジェクトを編成し，制作・技術との連携
を強化することで即応性の高いスピーディーなワ
ークフロー構築に努めた。また，スタジオバーチ
ャルCGとSEがシンクロしたシステムを制作・技
術と共同で構築。中継生放送において演出と密に
連動した音響デザインを行った。
（4）情報・教養・開発番組
　『プロフェッショナル　仕事の流儀』『ドキュ
メント72時間』『先人たちの底力　知恵泉（ちえ
いず）』『目撃！にっぽん』『にっぽん紀行』『ファ
ミリーヒストリー』『ETV特集』『アスリートの
魂』など，レギュラー番組においてそれぞれの番
組カラーを前面に打ち出し，訴求力を高めるサウ
ンドデザインを行った。
　開発・特集番組では，『東京ミラクルシティ「み
んなで撮った1000日前」』『発掘！スゴイ日本人　
銅像をどーぞ』『事件の涙　Human Crossroads』
『キタサンブラック　日本一への道～サブちゃん
と男たちの物語～』など，時事性の高いドキュメ
ンタリーからエンターテイメントまで幅広いジャ
ンルのコンテンツに対応した。
　『海外出張オトモシマス！』『ノーナレ』『昔話
法廷』『ねほりんぱほりん』など現役世代や若年
視聴者をターゲットにした開発・特集番組では，
最新の楽曲をふんだんに用いたテンポ感ある音楽
構成とカラフルな効果音でエンターテインメント
性の高いデザインを展開。それぞれのコンテンツ
で個性豊かなサウンドデザインを発揮して番組を
支えた。
（5）ドラマ番組
　『連続テレビ小説』「ひよっこ」は，音響デザ

インの発案で太田裕美氏を起用した歌を作成，「昭
和のラブソング」という話題性を新たに生み出し
た。全編を通じ，宮川彬良氏の音楽の特徴を生か
した音楽構成と昭和を感じさせる効果音で，高度
成長期のひたむきさと明るさ，人情を視聴者に届
けた。
　「おんな城主　直虎」は登場人物の人間関係を
音楽で繊細に描くことで視聴者の感情に寄り添
い，女性層にも話題となる見やすい大河ドラマを
定着することができた。争いのない世を作り出そ
うとする直虎の心情を音楽でも際立たせ，井伊家
の行く末に思いを巡らせる穏やかなラストを迎え
た。
　『大河ファンタジー　精霊の守り人～最終章
～』は，これまでのシリーズを踏襲し，スケール
感を意識しつつ，よりエンターテインメント性を
高めた音響表現を目指した。殺

た

陣
て

では迫力を増す
ことで番組にメリハリを生み，視聴者を飽きさせ
ない効果音を制作し，MIPCOM出展など海外展
開でもアピールできるサウンドデザインを体現した。
　『土曜ドラマ』は「 4号警備」「植木等とのぼ
せもん」に対応。「 4号警備」では連続ドラマと
しては初のステレオ・5.1ch一体制作を実施した。
また特集番組として，『スペシャルドラマ　返還
交渉人～いつか、沖縄を取り戻す～』，『特集ドラ
マ』「眩（くらら）～北斎の娘～」「どこにもない
国」，『スーパープレミアム　スペシャルドラマ
「荒神」』，『正月時代劇　風雲児たち～蘭学革命
篇（らんがくれぼりゅうしへん）～』における一
体制作に加え，『特集ドラマ　スニッファー嗅覚
捜査官スペシャル』では長編ドラマとして初めて
22.2ch制作を行い，多チャンネルならではの細部
に渡る表現と臨場感を追求し，立体音響により
NHKらしい骨太コンテンツを支えた。
　『特集ドラマ』「眩（くらら）～北斎の娘～」は，
19世紀のスタインウェイピアノの音色を使用する
ことで，西洋画の手法を取り入れようともがくヒ
ロインを音でも印象的に描いた。文化庁芸術祭テ
レビ・ドラマ大賞を受賞した。
　このほか『ドラマ10』『特集ドラマ』『土曜時代
ドラマ』においても，それぞれの番組の特徴を生
かした音響設計を行った。
　『アニメ　ピングー　in　ザ・シティ』は，世
界展開を見込むフルCGアニメの制作に対し，編
成局や映像制作会社と連携した新しいスキームを
パイロット版から構築し，声優も含めた音響面全
般の演出に業務を広げた。シカゴ国際映画祭テレ
ビ賞銀ヒューゴ賞受賞。
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　また，地域局発ドラマ『越谷サイコー』（埼玉），
『You May Dream』（福岡）に音響デザイナー
を派遣。ロケ収録，現地MA等の番組制作支援を
行い，求められる専門性を存分に発揮した。
　オーディオドラマでは『FMシアター』『青春
アドベンチャー』『新日曜名作座』『特集オーディ
オドラマ』において，それぞれの特徴を生かした
ラジオならではの音響デザインを行った。
（6）22.2ch超高臨場感立体音響
　18年12月よりスタートするSHV本放送を見据
え，最高レベルの高精細・高臨場感を与えるコン
テンツを制作した。制作に携わった 8 K番組は30
本。うち『皇室“奇跡の秘宝”日本美の最高峰を
もとめて』『南極　氷の下のタイムカプセル』『人
体　 8 K顕微鏡がとらえたミクロの神秘』『北米
イエローストーン　躍動する大地と命』『スニッ
ファー嗅覚捜査官スペシャル』の各番組では
22.2ch空間を生かした音楽制作を行った。
　 5月にオーストラリアとニュージーランドロケ
を行った『南極　氷の下のタイムカプセル』では
効果音収録のためロケに帯同。音響デザインで新
規に開発した16chの全方位マイクで火山の噴出
口や間欠泉の迫力ある重低音や固有の鳥が生息す
る森の環境音を収録し，あたかもその場にいるか
のようなリアリティーを番組に与えた。
　エンターテイメント番組『サカナクションライ
ブ2017』ではサラウンドで開催されたライブを
22.2ch空間に展開。12月に新宿で開催された「放
送開始まであと 1年！ 4 K・8 Kスーパーハイビジ
ョンパーク」において350インチのスクリーンで
上映，SNSでも話題となった。

2．番組企画関連

　85年 4 月から放送が始まった『音の風景』は33
年目を迎えた。日本の津々浦々，時には海外にま
で範囲を広げ，音の魅力を伝える音声波のミニ番
組である。17年度は 5分の新作を40本制作した。
ナレーターは松村正代アナ，高橋さとみアナ，池
田伸子アナ。新作と再放送を合わせ，FMで 9枠，
R1で 2 枠，R2で10枠，合計1,128本を放送した。

3．設備関連

　開発した360度全方位収音マイクを活用し，見
る方向に応じて音が追従するVR装置を開発。11
月に開催された「NHK文化祭」では幼い子供に
も体験できるように，ゴーグルではなくタブレッ
トとヘッドフォンを利用し体験できるような仕掛
けを作成，200人を超す親子連れが体験した。

　18年度に水中撮影を行う番組で使用のため，水
深2,000mでの収音が可能となる「深海マイク」
を開発した。

4．海外視察

　各種立体音響フォーマットの相互変換検証のた
め，22.2chで制作した『南極　氷の下のタイムカ
プセル』をIMAX12.0方式に変換， 9月のシカゴ
で開催された「ジャイアントスクリーンシネマア
ソシエーション」に参加し上映を行った。迫力は
もちろんのこと神秘的な湖底の静寂な様子も表現
し，世界からの参加者の好評を博した。
　 3月にテキサスで開催された「SXSW」を視
察。VRやパブリックビューイングなどに活用で
きる最新の音響技術を収集し，2020東京五輪へ向
けた足掛かりとした。

5．サウンドステーション・ライブラリー

　2020東京五輪に向けてスポーツ音源拡充のた
め，バレーボールの各種アクション音収録を実施。
また，SHV番組の制作本数増加を想定し「汎用
マルチライブラリ音源」を増強，都心のビル屋上
からの街音など使用頻度の高い音源を拡充した。
　また，17年度も季節の地域シリーズの録音を継
続した。『大河ドラマ』「西郷どん」の舞台，奄美
大島で 6月と11月に自然音の定点録音を実施し，
流刑地となる奄美大島でのシーンで活用する予定
である。

6．事業計画関連

（1）ミュージックライブラリー
　「NHKミュージックライブラリー」は設立か
ら 6 年，ユーザー数は外部効果担当者を含め
1,849人，登録作曲家159人，総登録楽曲数7,950曲
へと伸張した。全国51局174のニュース・情報番
組で定時使用されているほか，国際放送ラジオジ
ャパン17言語の番組でも定時使用されている。 4
年目となる「国際展開・二次展開を目指す単発N
スペの楽曲委嘱」では，『NHKスペシャル』「和
食　ふたりの神様　最後の約束」「731部隊の真実
～エリート医学者と人体実験～」「戦慄の記録　
インパール」「天才棋士　15歳の苦闘　独占密着　
藤井聡太」「未解決事件　File.06『赤報隊事件　
戦慄の銃弾　知られざる闇』」「被曝（ばく）の森
2018～見えてきた“汚染循環”～」「メルトダウ
ンFile. 7 『そして冷却水は絞られた～原発事故　
迷走の 2日間～』」の 7番組の委嘱を実施。国内
での放送後，即時展開できる態勢を整え海外発信
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をサポートした。ベーシックライブラリーでは，
2020年東京オリンピック・パラリンピックを見据
え重点的に進めてきたスポーツ番組関連楽曲や，
地方局から需要の多い情報バラエティー分野の楽
曲，日本を多角的に海外に発信するための楽曲な
どを中心に多数制作した。
（2）にっぽん動物暦
　番組制作支援のためのウェブデータベース「に
っぽん動物暦」の開発に着手して 6年目。17年度
は，16年度のデータに加えて鳴く虫のデータ補完
を新たに行った。環境省による調査データをベー
スに，新潟県の博物館「胎内昆虫の家」の協力を
仰ぎ国内で見られる主な鳴く虫の鳴き声や写真・
動画を新たに追加した。これで，「にっぽん動物
暦」のデータ数は，鳥326件・かえる46件・せみ
29件・昆虫40件となった。

補完放送

Ⅰ．ハイブリッドキャスト
　ハイブリッドキャストは，放送にインターネッ
トを組み合わせ，放送をより豊かにする放送通信
連携サービスである。
　放送波に含まれている信号の指示に従ってイン
ターネット経由で必要なアプリケーションを取得
し，そのアプリケーションをテレビや携帯端末の
HTML5ブラウザ上で動作させることで実現す
る。これまでのBMLによるデータ放送よりも表
現力が向上し，さまざまな情報や機能を提供でき
る。
　NHKは一般社団法人IPTVフォーラムが策定し
た技術仕様に沿った開発を進め，対応受信機も市
場に登場したことから，13年 9 月 2 日に総合テレ
ビでハイブリッドキャストのサービスを開始し
た。
　サービスはインターネットに接続されたハイブ
リッドキャスト対応テレビで利用でき，ハイブリ
ッドキャストのホーム画面から各種アプリケーシ
ョンを利用することができる「サービス連動型」
（独立データ放送に相当）と，番組の進行に合わ
せてコンテンツが展開する「番組連動型」の 2つ
がある。
　14年 9 月29日からは，Eテレ・BS1・BSプレミ
アムでもハイブリッドキャストのサービスを開
始，総合テレビと同じアプリケーションを利用で
きるようにした。
　17年 3 月 1 日から，dボタンを押すと表示され

るホーム画面をデータ放送のトップ画面と共通化
した。
○サービス連動型　主なサービス
「番組表」
　  総合・Eテレ・BS1・BSプレミアムの番組表を
最大30日前から 7日先まで表示。

「スクロールニュース」
　  テレビ視聴中，画面の下にニュースのタイトル
をスクロール表示させるサービス。好きなジャ
ンルを選んで表示させることができ，気になる
ニュースだけを選んで見ることができる。

「あなたの街の空」
　  気象庁の「高解像度降水ナウキャスト」の情報
を基にした雨雲の広がりと降水強度を表示。

『きょうの料理』『すてきにハンドメイド』
『ガールズクラフト』
　  材料や作り方をテキスト表示するとともに制作
のポイントを動画で掲載。

『しごとの基礎英語』
　  番組のミニドラマと発音練習動画を視聴でき
る。

『大河ドラマ』「おんな城主　直虎」「西郷どん」
『連続テレビ小説』「ひよっこ」「わろてんか」
　PR動画，番組セットの360度画像を掲載。
○番組連動型
〈定時番組〉
総合テレビ『あさイチ』
　  番組マスコットの「ブタマン」がクイズ企画
「スゴ技Q」への参加を促す。

Eテレ『しごとの基礎英語』
　サービス連動型への誘導。
BSプレミアム『世界ふれあい街歩き』
　  テレビと連携したスマートフォンやタブレット
に旅の地図や写真を表示するセカンドスクリー
ンサービス。

Ⅱ．データ放送
　00年12月 1 日のBSデジタル放送の開始ととも
に，デジタル放送ならではの新しいサービスとし
てスタートしたNHKのデータ放送は，「生活をよ
り便利で豊かにするサービス」「緊急時に役立つ
サービス」を基本に放送している。
　03年12月 1 日に東京・大阪・名古屋で開始され
た地上波データ放送は，06年12月 1 日までに全国
の都道府県庁所在地とその周辺で放送がスタート
した。07年10月 1 日をもって，NHKの全放送局
が独自のデータ放送を送出するようになった。
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　データ放送は，映像・音声による通常の番組（本
線番組）と連動しない「独立型」と，本線番組と
関連した内容を同時に放送する「連動型」に分け
られる。さらに，長期間定時的に編成する「定時」，
一定期間編成する「特集」，地震・津波発生時や
気象警報発令時などに随時編成する「随時」に分
類される。また「連動型」の一形態として，リモ
コンを使ってアンケートやクイズに参加できる
「双方向型」がある。

1．地上データ放送

　総合テレビでは，データ放送を地域サービスの
柱としており，地域と全国の『ニュース』『気象
情報』とともに，独立型データ放送で暮らしに役
立つ地域情報や生活情報を放送した。また，防災
や生活に役立つ情報として『台風情報』や『大雨
情報』『地震・津波情報』『特別警報』などを随時
放送した。
　17年 3 月 1 日から，dボタンを押すと表示され
るトップ画面をハイブリッドキャストのホーム画
面と共通化した。
　特集番組では，『第68回NHK紅白歌合戦』や
『NHKスペシャル』「睡眠負債が危ない」，『ニッ
ポンアニメ100　「発表！あなたが選ぶアニメベ
スト100」』等で視聴者参加の双方向型データ放送
を実施した。
〔定時番組の概要〕
（1）総合テレビジョン
○独立型
・『ニュース』（地域および全国）
　各地域の地域向けニュースと全国ニュース。
・『気象情報』
　 3時間ごとの天気，週間天気，気象の現況など。
・『地域情報』
　  各地域放送局が，地域情報，防災情報，生活情
報等を提供する，きめ細かな地域向けサービス。
○連動型
・  『大河ドラマ』『連続テレビ小説』『週刊　ニュ
ース深読み』
○双方向型
・『あさイチ』
（2）Eテレ
○独立型
・『きょうの料理』『アニメ　クラシカロイド』
○連動型
・  『にほんごであそぼ』『えいごであそぼ　with 
Orton』『ゴー！ゴー！キッチン戦隊クックル
ン』

○双方向型
・『天才てれびくんYOU』『Rの法則』
（3）ワンセグサービス
　06年 4 月から地上デジタル放送でワンセグサー
ビスを開始し，08年 4 月からは地域向けサービス
を全国の放送局で開始した。データ放送は，総合
テレビでは『ニュース』『気象情報』のほか，『プ
ロ野球』『Jリーグ』『大リーグ』などのスポーツ
情報を提供した。また，緊急時の『地震・津波情
報』などを随時放送した。
　Eテレでは『ニュース』を提供したほか，端末
の通信機能を利用し番組ホームページへの誘導を
行った。

2．BSデータ放送

　BS1の独立型サービスとしては，『ニュース』『気
象情報』『スポーツ情報』『円と株～経済情報～』
などの定時サービスのほか，防災や生活に役立つ
情報として『台風情報』『大雨情報』『地震・津波
情報』を随時放送した。
　BSプレミアムでは，独立型サービスとして映
画の放送予定をお知らせする『プレミアムシネ
マ』を，また，連動型サービスとして『大河ドラ
マ』や『連続テレビ小説』『世界ふれあい街歩き』
などを放送した。
〔定時番組の概要〕
（1）BS1
○独立型
・『ニュース』（全国）
　  24時間いつでも見ることのできる最新の全国ニ
ュース。

・『気象情報』
　  「市区町村別の天気」や「週間予報」など，日
常生活や防災に役立つ気象情報。

・『スポーツ情報』
　  プロ野球，Jリーグ，大リーグなどの途中経過・
結果速報など。

・『円と株～経済情報～』
　  株価と為替を中心とした経済動向の速報サービ
ス。

（2）BSプレミアム
○独立型
・『プレミアムシネマ』
　BSプレミアムで放送予定の映画を紹介
○連動型
・『世界ふれあい街歩き』『にっぽん縦断こころ旅』



NHK年鑑’18 102

第２部　NHKの概況｜第１章　放送｜2 節　放送番組の制作

Ⅲ．字幕放送
　テレビ音声を文字で表示する「字幕放送」など
の補完放送を実施している。
　字幕放送は，07年秋に総務省が策定した「視聴
覚障害者向け放送普及行政の指針」（08～17年度・
以下“新指針”とする）の趣旨を踏まえ，NHK
独自の「字幕放送拡充計画」を基に，計画的かつ
段階的に拡充を図ってきた。公共放送の重要な役
割として，バリアフリー放送＝“人にやさしい放
送”の充実を図り，情報保障の推進に積極的に取
り組んでいる。
　17年度は，総合，Eテレ，BS1，BSプレミアム
を合わせて，303番組・週360時間27分（定時番組・
4月期改定）に字幕を付与した。
　各波の週平均の放送時間は以下のとおり。
　　総合　139時間27分
　　　　　（対16年度比較　+ 7時間50分）
　　Eテレ　99時間
　　　　　（対16年度比較　+ 1時間33分）
　　BS1　16時間11分
　　　　　（対16年度比較　+ 1時間19分）
　　BSプレミアム　105時間49分
　　　　　（対16年度比較　+ 2時間19分）
　生放送番組では，定時番組『ごごナマ』（総合，
月～金）で年度当初から字幕付与を開始した。
　定時番組以外では，夏，冬の特集編成，祝日編
成を中心に字幕放送を実施した。　
　東日本大震災関連番組では，『特集　明日へ　
つなげよう　東日本大震災から 7 年』（総合，
3.11），『大切なものは何ですか』（総合，3.11）な
どで生字幕放送を実施した。
　『ピョンチャンオリンピック・パラリンピッ
ク』（総合・Eテレ，2.9～25，3.9～18）では，地
上波で放送された競技中継，開・閉会式，関連番
組など，延べ208時間にわたり生字幕放送を行っ
た。さらに，『みんなで応援！ピョンチャン2018　
オリンピック・パラリンピック』（総合，2.18，
25，3.10～18）では，字幕とともに副音声解説多
重放送・出演者による手話を盛り込んだユニバー
サル放送を実施した。
　そのほかスポーツ中継では，『第99回全国高校
野球選手権大会』（総合・Eテレ，8.8～23），『第
90回選抜高校野球大会』（総合・Eテレ，3.23～
4.4）で，全試合で生字幕放送を実施したほか，『ウ
ィンブルドン2017』（総合，7.3ほか）では，錦織
圭選手の出場試合などで生字幕放送を実施した。

『大相撲』（ 6場所），『プロ野球』（15試合），『J
リーグ』（ 7試合），『第18回日本ゴルフツアー選
手権』（BS1，6.1～2，4～5／総合，6.3～4），『第
101回日本陸上選手権』（総合，6.24～25），『第72
回国民体育大会～愛顔（えがお）つなぐえひめ国
体～総合開会式』（Eテレ，9.30），『第17回全国障
害者スポーツ大会　～愛顔（えがお）つなぐえひ
め大会～　開会式』（Eテレ，10.28），『2017NHK
杯フィギュア』（総合，11.10～13），『第55回ラグ
ビー日本選手権　準決勝・決勝』（総合，1.6，
13），『第73回びわ湖毎日マラソン』（総合，3.4）
などで生字幕放送を実施した。
　特集番組では，『1000日前　東京大会へ！　ス
ペシャル』（総合，10.28）で生字幕放送を実施し
たほか，『第68回　全国植樹祭　とやま2017』（総
合，5.28），『平成29年沖縄全戦没者追悼式』（総合，
6.23），『平成29年　広島平和記念式典』（総合，
8.6），『平成29年　長崎平和祈念式典』（総合，
8.9），『いじめをノックアウトスペシャル　第10
弾』（Eテレ，8.25），『第17回わが心の大阪メロデ
ィー』（総合，12.12），『2018　FIFAワールドカ
ップ抽選会』（総合，12.2），『第68回NHK紅白歌
合戦』『ゆく年くる年』（総合，12.31），『歌会始』
（総合，1.12），『NHKのど自慢チャンピオン大会
2018』（総合，3.3）などで生字幕放送を実施した。

Ⅳ．その他の補完放送
　このほかの補完放送には，音声多重放送を使っ
た「 2か国語放送」「解説放送」がある。「解説放
送」は主に視覚障害者のためのサービスである。
　「 2か国語放送」と「解説放送」は総合，Eテ
レ，BS1，BSプレミアムで実施した。




